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訓練室の見学をしたり、就職している方のビデオ

を見ていただいたりすることができます。 

７月中旬からあゆむの職員として入りました、森田安美佳
も り た あ み か

です。 

趣味は映画やドラマを観ることです☆休日は映画をプロジェクター

で映して、お菓子とコーヒーと共に映画鑑賞しています 

あゆむでは、個性豊かなスタッフや訓練生に負けず、頑張っていき

たいと思います！よろしくお願いします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
                       

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

202１ 年   第３4 号 

将来、働くこと 小・中・高校生の

うちから考えよう！ 

 

※掲載写真等はご本人・団体に了承をいただいています 

 ♪♪♪見学希望の方はご連絡ください♪♪♪ 
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１２月より、新卒者の募集を始めます！ 
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共同での作業に取り組んでいる U さんと Y さん。お

互いしっかり話し合いながら作業を頑張っています。 

U さん： 個別作業は自分のペースでできますが、共

同作業は相手に合わせてないといけないので、勉強

になります。 

Y さん：共同作業では、コミュニケーション能力が高

まると思います。相手にわかりやすいように注文内容

などを伝えるよう、工夫しています。 作業の注文内容を伝える場面 

作 業 

実 習 検品しながら袋をたたむOさん→ 

クリーニング工場で、初めての実習に挑戦した O さん。製品が

入っていた袋を、検品しながら種類ごとにわけてたたんでいく

作業を経験しました。 

O さん：初めての実習で少しだけ緊張しましたが、袋たたみ作

業をがんばりました。工場は暑かったので水分補給を気をつけ

ました。わからないことがあれば、会社の上司に「わからないの

でおしえてください」ということが勉強になりました。 

 ２０２２年３月ご卒業の方の、２０２２年３月・４月からの訓練ご利用開始希望者の 

募集を、２０２１年１２月１日から開始いたします。 

 毎年多くの方にお申込みいただいておりますが、利用開始のご案内は申込書の受

付順となります。ご希望の方はお早めにお申込みください。  

 

お問い合わせ先・・・0942-34-4400 （担当：中野・馬場） 

＊新卒者以外のご利用の募集は随時行っています。 

学 習 余 暇 活 動 

面接練習や仕事のマナ

ーの勉強などをします。

時々オンラインで、少人

数学習もおこないます。 

 

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

も
楽
し
み
ま
す 

新人職員のご紹介 

zoomでグループ学習 



 

 

 

 

 

 

現在の仕事の様子 

Ｍさんは、介護が必要な方のためのデイサービスで、リハビリの補助や、食事の配膳、

清掃などの補助業務をしています。 

Ｍさんはゲスト（利用者）の服装をほめたり、積極的にコミュニケーションをとりま

す。リハビリ中には、ゲストのそばに座り、やさしく声をかけながらサポートします。 

認知症の利用者の方もいらっしゃるので、利用中に不安な気持ちになられ、「帰る！」

と言われることもありますが、「もうすぐ奥様が迎えに来られますよ」と、その方が安心

できるよう声かけするＭさん。利用者それぞれに安心できる 

言葉かけがちがうのですが、周りのスタッフの声かけをまね 

して、一人一人にあった対応を覚え、かっこよく働いている 

Ｍさんです。 

 

障害を伝えずに働いていたころ・・・ 

Ｍさんは福祉の専門学校卒業後、病院に看護補助の仕事で 

就職しましたが、まだ障害の認定は受けていませんでした。シーツ交換や、患者さんの

着替えの介護など、教えてもらっても、すぐにうまくはできませんでした。「どうしてで

きないの？」と思われ、職場の人に相談もできなかったＭさんは、次第に仕事にいけな

くなりました。「行かなければ」と思い、家を出ても、職場に足が向かず、公園で時間を

つぶして帰るなど、つらい時期がありました。結局、仕事をやめ、働く自信が持てず、10

年近く家にいましたが、周りのすすめで障害者手帳をとり、あゆむの訓練と就職後の定

着支援を受けることになりました。 

   

 

 

 

 

🌸今年度の累計就職者数は 6 名です（２０２１年 10 月末日現在） 

 

【4 月   K さん   病院（備品の消毒作業） 】 

【5 月   S さん   高齢者施設（清掃）   】 

【6 月   Ｗさん   保育園（清掃）     】  

【7 月   M さん   工場（マットの補修作業）】 

【9 月   S さん   公的機関（事務補助）  】 

【10 月  H さん   飲食店（食器洗浄・清掃）】 

 

 

                             

                          

 

                          

                                 

 

 

障害を伝えて 高齢者施設へ就職 

～勤続６年、自信をつけて明るくなったＭさん～ 

障害者雇用ということで、入浴や食事、トイレ介助など、身体介護を

はずして、Ｍさんのできる仕事をしてもらうようにしています。Ｍさ

んの苦手なことは手伝っていますが、Ｍさんも自然にゲストやスタッ

フをサポートしてくれるので、とても助かっています。 

 

社福）ひじり会 ひまわりの郷 小郡 勤務 

上司のIさん 

～憧れの接客業で就職したＭさん～ 

 ドラッグストア 勤務 

夢をひとつ、かなえました！ 

Ｍさんより 

  商品の陳列や品出しなどを担当しています。一年が経って、ずいぶんお仕事にも慣れて

きました。商品の並べ方も、お客様が見やすいように気をつけないといけません。バラバ

ラだった並べ方も、繰り返すうちに綺麗にできるようになってきました。お仕事に慣れて

きても、わからないことがたくさんあります。そんな時は、すぐに店長やスタッフの皆さ

んに質問しています。同じことを何回も質問してしまいますが、いつも丁寧に教えていた

だけるので、安心して仕事ができています。 

また、はじめは緊張して上手に言えなかったお客様への挨拶も、今では感じ良く言える

ようになりました。実は…上手に言えるように、家でこっそり練習しています（笑） 

前からずっとやりたかった接客の仕事なので、これからも長く働いて、好きなお菓子を

買ったり、コロナウイルスが落ち着いたら旅行に行ったりしたいです！ 

 店長より 

  Мさんは仕事への意欲が高く、朝の品出しもどんどんやってくれて助かっています！こ

れからも頑張って欲しいと思います。 

 

就職されて１年経つので、インタビューして

きました🎵 


